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１．研究計画の概要 
(1)本研究の目的は、東アジア諸国の第二次大
戦以降の社会・経済変動と、人々が構築して
きた家族観の変化との関連性とそのメカニ
ズムを、教科書分析という手法を用いて明ら
かにすることである。 
(2)本研究の内容は大きく２点にまとめられ
る。①東アジア４ヶ国（日本・中国・韓国・
台湾）の歴史的関係の中での社会・経済変動
と、各国・社会全体の家族観との関連性を、
４ヶ国の 1950～2010 年の国語教科書の内容
を分析することで明らかにする。②各国・社
会全体で共有する家族観と、各世代の個人が
所有している家族観の発達との関連性につ
いて分析する。 
以上の分析を経て、文化的発達研究の理論化
を試みる。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)各国の教科書の翻訳と内容分析 
 4,500 枚にも及ぶ韓国、中国、台湾の 1950
～2000 年の教科書の翻訳が、数人の外国人
研究協力者の協力を得てほぼ終了した。それ
に伴い、家族構成、親役割、性役割に関する
分析が終了し、統計的検定を経て日本も含む
４ヶ国を比較した結果を考察した。現在は家
族内葛藤に関する分析が進行中である。 
(2)教科書の内容分析と個人の家族観との関
係分析 
 個人への質問紙及び面接調査のためのプ
リテストを終了し、項目を再吟味した上で、
調査をする準備を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 その理由は以下の通りである。 

 前記の通り、韓国、中国、台湾の教科書の
翻訳がほぼ終了した。この作業は本課題の基
礎データとなるため、この作業が終了したこ
とは大きな成果だと位置づけられる。それに
伴い、社会経済変動に関する歴史的な背景に
ついての資料収集がほぼ完了した。学会等で
随時発表を行い、2011 年度も国際学会等での
発表を予定している。 
 しかし一方で、2010 年刊行の教科書につ
いては、翻訳も含め現在進行中である。2000
年～2010 年への教科書の内容の変化は、４
ヶ国とも非常に大きいと推測される。したが
ってこれらの翻訳を含めて、残りの１年で分
析を進める予定である。また社会が共有して
いる家族観と、個人の家族観との関係性につ
いての分析を 2011 年度で行う予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 2010 年刊行の韓国・中国・台湾の教科書
翻訳と分析 
 2011年度に予定している 2010年刊行の韓
国・中国・台湾の教科書の翻訳に加えて、日
本の教科書についても分析を進める。さらに
2000 年～2010 年にかけての社会・経済的変
動に関する歴史的資料も収集する。 
 
(2)社会が共有している家族観と個人の家族
観との関係性 
 教科書に描かれた「社会が共有している」
と思われる家族観と、個人が持っている家族
観との関係性について、社会経済変動との関
係も踏まえ、質問紙調査や面接調査を行う予
定である。これらの分析を行うことによって、
社会で共有された価値観が個人にどのよう
な形で浸透していくかについてのメカニズ
ムを明らかにすることができると考える。 
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